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管理者業務→残高名称登録処理関係→名称登録関係を開きます 

 

■課税判定テーブル登録を開きます 

例外的にこの枝番のみ対象外または非課税の登録したい時に、対象の科目をダブルクリックします 

例）会議費のある枝番を課税対象外にしたい（会議費は課税科目だが、会費など対象外もあるので入力時に例外

区分 6をいれてもらっている。その手間や入力ミス確認業務を削減したいので予め登録しておきたい） 

枝番に例外の設定をしていると＊が表示されます（下記は枝番の 0002を課税対象から課税対象外に設定） 

 

 

 

 

 

 

次頁仕訳例 会議費（消費税都度振替）、荷造運賃（消費税都度分離） 

 

 

  

会議費の消費税設定 

■月次一括しない 

■都度振替に変更 

★枝番 0002のみ課税対象外 

へ変更【下記】 

例外の枝番

を表示 



■都度振替[対象外と課税対象の仕訳] と ■都度分離[110円と入力すると 100円と 10円に分かれます] 
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複合入力 ： 都度振替設定した[会議費]と都度分離設定の[荷造運賃]を 3対１の仕訳入力を実施した場合 

（会議費の枝番 0002は課税判定テーブルで課税対象外に登録しているので、税区分に 6を入力しなくても 

対象外の仕訳となります。）     

 

書込確認の画面    都度振替の数字→１０％なので 10/110を振り替えております。 

 

書込後は未承認データとなります、振替伝票の形は以下の通りです 
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元帳は差引残高に表示されます。下記の場合、会議費の対象外が一つあるので、 

課税対象外の数字は 190910が税抜き金額となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


